
６．語尾に付加した「ス」または「ズ」のもつ特殊

性

前報に掲げた「表１−４ CV 音節の加入（１／

４）」において，スまたはズの加入のうちで，これらの

音節が語尾に付加された場合については，「別の表に

記載」と記してある。その理由は，これらの場合は事

例が多く，とくに「ス」の付加はきわめて多いことに

ある。しかしそれ以外にも，「ス」または「ズ」が語頭

に載置され，または語中に挿入された場合にくらべる

と，語尾への付加は称呼を非類似にすることが格段に

少ない，という特殊な性格がある点で特異である。

６．１ 「ス」の付加

まず「ス」の加入についてみると，前報の表１−４

において，語頭への載置および語中への挿入の事例数

は合わせて 9件であり，そのうちで類似が 1件しかな

く，8件が非類似である。それに対し，「ス」が語尾に

付加した場合は，表２−１に掲げるように多数の事例

があり，しかも，モーラ数の増加の条件により，つま

り付加がモーラ数の少ないところで起っているか，多

いところで起っているかによって，類似と非類似の割

合が，つぎの表２−２のように変化する。

つまり，語尾への「ス」の付加は，それによりモー

ラ数を 1増加させることにより称呼を非類似にする力

が，語頭または語中にくらべて格段に低く，かつ，そ

の非類似にする力は，モーラ数が２→３のように小さ

いうちは強いが，モーラ数が大きくなるにつれて顕著

に弱まり，５→６以上では非類似にする力がほとんど

なくなるということである。このように，「ス」が語尾

に付加された場合には，語中に挿入された場合に称呼

を確実に非類似に転換させる働きがあるのと対照的で

あって，様相が異なる。
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称呼類似の再検討（２）
第1章 モーラの増加が与える影響（２／２）

前報では，類否を検討するふたつの称呼の間に，Ｖ音節またはCV音節の加入によるモーラ数の増加がみられると

きに，それが称呼を非類似にする率がどの程度であるかのデータを示して，いずれもかなり高い非類似化率をもたら

すことを述べた。ところが，同じCV音節の加入であっても，称呼の語尾に「ス」または「ズ」が付加した場合には，

非類似化率が顕著に低くなる。また，語頭に英語の定冠詞「THE」が載った場合，その存在はほとんど顧みられない

といってよいほどである。本報では，これらのデータを示して，前報のデータとの差異を考える。
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表２−１ 語尾への「ス」の付加によるモーラの増加（１／３）

付
加
音

モーラ
の増加

類 似 非類似

商標Ａ
類
否

商標Ｂ 商標Ａ
類
否

商標Ｂ

ス ２→３ ゼナ
ラブ

＝
＝
ゼナス
ラブス

キュラ
ココ
テア
テコ
トポ
トム
ニコ
ピム
ペオ
ロウェ

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

キュラス
ココス
テアス
テコス
トポス
トムス
ニコス
ピムス
ペオス
ロウェス

ス ３→４ アシム
アタリ
アリア
アルテ
アルボ
イオラ
エスパ
エリア
エルメ
グロバ
ケント
コルテ
サーモ
サンク
シンポ
ステリ
ダック
テンポ
ハイラ
バルバ
ピック
ヒッポ
プラノ
プルコ
ペトラ
ヘルタ
ホッグ
マック
マナビ
ミップ
ラニー
リップ
リペル
リヴィティ
リンク
ロマネ

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

アシムス
アタリス
アリアス
アルテス
アルボス
イオラス
エスパス
エリアス
エルメス
グロバス
ケントス
コルテス
サーモス
サンクス
シンポス
ステリス
ダックス
テンポス
ハイラス
バルバス
ピックス
ヒッポス
プラノス
プルコス
ペトラス
ヘルタス
ホッグス
マックス
マナビス
ミップス
ラニース
リップス
リペルス
リヴィティス
リンクス
ロマネス

アーム
アクティ
アクリ
アダム
アルプ
エスパ
オーク
オーブ
オプト
コウロ
コーク
ジェック
シノビ
スプリ
セルシ
タック
テック
デリカ
ナサコ
パラコ
ビック
フープ
フォック
ホンダ
マイコ
マック
メトロ
ラップ
ランク
リーム
ロード
ワーク

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

アームス
アクティス
アクリス
アダムス
アルプス
エスパス
オークス
オーブス
オプトス
コウロス
コークス
ジェックス
シノビス
スプリス
セルシス
タックス
テックス
デリカス
ナサコス
パラコス
ピックス
フープス
フォックス
ホンダス
マイコス
マックス
メトロス
ラップス
ランクス
リームス
ロードス
ワークス

ス ４→５ アイクル
アビック
アレック
アヴァンティ
イノック
エトック
エンゼル
エピック
ウイング
エピック
カップル
クリック
グロリア
コマック
シルック
ジンセン
ステップ
スパーク
スペクタ
ゼベック
スメック

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

アイクルス
アビックス
アレックス
アヴァンティス
イノックス
エトックス
エンゼルス
エピックス
ウイングス
エピックス
カップルス
クリックス
グロリアス
コマックス
シルックス
ジンセンス
ステップス
スパークス
スペクタス
ゼベックス
スメックス

アイクル
アレック
イノバン
エンテロ
クライム
サンプラ
シーコム
パラディー
フレック
ユニック
ラリアン
リナック

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

アイクルス
アレックス
イノバンス
エンテロス
クライムス
サンプラス
シーコムス
パラディース
フレックス
ユニックス
ラリアンス
リナックス
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付
加
音

モーラ
の増加

類 似 非類似

商標Ａ
類
否

商標Ｂ 商標Ａ
類
否

商標Ｂ

セレック
ソニック
ソメック
タナック
ディプロ
トレック
ユニック
リナック
レザック

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

セレックス
ソニックス
ソメックス
タナックス
ディプロス
トレックス
ユニックス
リナックス
レザックス

ス ５→６ アイデック
アイマック
アイロック
アルミック
イーマック
インテック
エステック
インヴィクタ
オドロック
ケンテック
コーラック
コーテック
コンプリチェ
シートップ
シーマック
シンテック
ストライプ
セルテック
ソフテック
ソリューション
ダイナフォー
ナノテック
ノイロミン
ハイパーム
ハイビック
ビトラック
プロセール
ペンタック
ボルテック
マステック
メディトレイ
ユービック
ユーマック
ローラック

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

アイデックス
アイマックス
アイロックス
アルミックス
イーマックス
インテックス
エステックス
インヴィクタス
オドロックス
ケンテックス
コーラックス
コーテックス
コンプリチェス
シートップス
シーマックス
シンテックス
ストライプス
セルテックス
ソフテックス
ソリューションス
ダイナフォース
ナノテックス
ノイロミンス
ハイパームス
ハイビックス
ビトラックス
プロセールス
ペンタックス
ボルテックス
マステックス
メディトレイス
ユービックス
ユーマックス
ローラックス

インテック
ジーマック
ペンタック

×
×
×

インテックス
ジーマックス
ペンタックス

ス ６→７ アーキテック
アクアリン
アリクテック
オセアニック
コールミック
スリムテック
デントレック
ネクステック
バイオラック
ミクロテック

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

アーキテックス
アクアリンス
アリクテックス
オセアニックス
コールミックス
スリムテックス
デントレックス
ネクステックス
バイオラックス
ミクロテックス

アイトラック × アイトラックス

ス ７→８ イージーリップ
キューシーリンク
ブラックパール

＝
＝
＝

イージーリップス
キューシーリンクス
ブラックパールス

表２−２ 語尾への「ス」の付加

モーラ
の増加

事例数 非類似
化率(％)類 似 非類似

２→３
３→４
４→５
５→６
６→７
７→８

2
36
30
34
10
3

10
32
12
3
1
0

83％
47％
29％
8％
9％
0％

全体で 112 58 36％

６．２ 「〜ック」→「〜ックス」

表２−１に掲げた称呼を見ていて気づくことは，

モーラ数の増加が４→５よりも多いところでは，「ス」

の付加による語尾の変化が「〜ック」→「〜ックス」

である例が，かなり多いということである。その割合

は，４→５では類似・非類似を合わせて 42 例中の 24

例（53％），５→６では 37 例中の 27 例（73％）と増加
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し，６→７以上では 14 例中の 11 例（78％）に達する。

「〜ック」→「〜ックス」を類似・非類似に分けてみ

ると，４→５では類似 30 例中の 20 例がこのパターン

であり，非類似 12 例中では 4例である。５→６では，

類似 34 例中の 24 例であるが，非類似の 3例も同じパ

ターンである。６→７では，類似 10 例の 9 例がこの

パターンであるが，ただ 1例の非類似も同様である。

このように，「〜ック」→「〜ックス」のパターンは，

それゆえ類似の判断を招くとは限らないとはいえ，類

似になりやすいということはいえそうである。

「〜ック」に「ス」が付加することが，音韻としてど

のように受け止められるのであろうかということを考

えると，どうも単純に／Qku ／→／ Qkusu ／（Qは

促音）となるのではなさそうである。少なくとも

「〜ック」の「ク」の母音［u］は，無声化するであろ

う。そうなると，「〜ックス」の「ス」の母音［u］は

脱落すると考えられ，最終的には／ Qks ／となって

いると思われる。結局，「ス」が付加したといってみて

も，称呼の末尾に短い持続時間をもった摩擦音［s］が

聞こえるという変化であって，モーラの増加が実際上

は生じていないと考えざるを得ない。

ただし，そう考えると，形式上にせよモーラ数の増

加が考えられる２→３ないし３→４の場合に，高い率

で非類似となるという事実が，モーラ数の増加という

ことでは説明できなくなる。やはり，称呼を構成する

音節の数が少ないうちは，短い持続時間をもった摩擦

音［s］であるといっても，それが聞こえることは，称

呼が与える印象を異ならせるに十分である，という説

明をすることになろう。

６．３ 語尾への「ズ」の付加

語尾に「ズ」が付加した場合は，表２−３に示すと

おりであって，事例数は，「ス」の付加に較べれば少な

いが，それでもかなり多数ある。

表２−３ 語尾への「ズ」の付加によるモーラの増加

付
加
音

モーラ
の増加

類 似 非 類 似

商標Ａ
類
否

商標Ｂ 商標Ａ
類
否

商標Ｂ

ズ ２→３ トイ
シム

×
×
トイズ
シムズ

ズ ３→４ ウイン
ブーン
シャワー
パワー
メガー
タイム
コラム
アダム

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

ウインズ
ブーンズ
シャワーズ
パワーズ
メガーズ
タイムス
コラムズ
アダムズ

ウイン
ビーン
ツイン
ティーン
シアー
クルー

×
×
×
×
×
×

ウインズ
ビーンズ
ツインズ
ティーンズ
シアーズ
クルーズ

ズ ４→５ パターン
ドラゴン
ヘルマン
マスター
ビューリー
ランナー
フッター
ワナビー
ブラザー
ビューティー
マキシム
ビートル
キャンベル

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

パターンズ
ドラゴンズ
ヘルマンズ
マスターズ
ビューリーズ
ランナーズ
フッターズ
ワナビーズ
ブラザーズ
ビューティーズ
マキシムズ
ビートルズ
キャンベルズ

カラマン
シーズン
カルシー
マヨラー
イクシー
シナジー
ビートル
ビックス

×
×
×
×
×
×
×
×

カラマンズ
シーズンズ
カルシーズ
マヨラーズ
イクシーズ
シナジーズ
ビートルズ
ビックスズ

ズ ５→６ エクスパン
ソリューション
フライデー
スパイアー
ウエンディー
ランチャブル
クリスピー
レオナルド
レインジャー
クローバー
ブランニュー
イーホーム
グッドデイ

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

エクスパンズ
ソリューションズ
フライデーズ
スパイアーズ
ウエンディーズ
ランチャブルズ
クリスピーズ
レオナルドズ
レインジャーズ
クローバーズ
ブランニューズ
イーホームズ
グッドデイズ

カンポリン
シーブリー
クロスビー

×
×
×

カンポリンズ
シーブリーズ
クロスビーズ
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付
加
音

モーラ
の増加

類 似 非 類 似

商標Ａ
類
否

商標Ｂ 商標Ａ
類
否

商標Ｂ

ズ ６→７ ラインスター
ウルバリーン
スノーボーダー
サンフラワー
ライフセイバー
ブレンダー
デールカーネギー
エアーウオーカー
ファイブスター
バランタイン
センセイション
イーレンタル

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

ラインスターズ
ウルバリーンズ
スノーボーダーズ
サンフラワーズ
ライフセイバーズ
ブレンダーズ
デールカーネギーズ
エアーウオーカーズ
ファイブスターズ
バランタインズ
センセイションズ
イーレンタルズ

ズ ７→８ ジューシーチューブ
コーデンインダストリー

＝
＝
ジューシーチューブズ
コーデンインダストリー
ズ

「ス」の付加について前記したところと同様な，モー

ラ数の増加の条件と類似・非類似の割合の関係を「ズ」

の付加についてみると，下記の表２−４のとおりであ

る。

2
6
8
3
0
0

0
8
13
13
12
2

２→３
３→４
４→５
５→６
６→７
７→８

非類似類似

非類似
化率(％)

事例数モーラ
の増加

表２−４ 語尾への「ズ」の付加

27％1951全体で

100％
53％
38％
19％
0％
0％

モーラ数の増加に伴って非類似→類似と変化する傾

向は，「ス」の付加にくらべて「ズ」の付加では，一層

顕著になる。一方，全体として非類似の結論が出る割

合は，「ス」の付加にくらべて「ズ」の付加の方が低い。

６．４ 「〜ー」→「〜ーズ」

「ス」が付加する称呼は「〜ック」が多いことは前記

のとおりであるが，「ズ」が付加する称呼は，語末が長

音の場合「〜ー」が多い。モーラ数の増加が３→４の

場合は 8 例中の 3 例に止まるが，４→５の場合は 21

例中の 11 例，５→６では 16 例中の 9例，６→７では

12 例中の 8例，７→８では 2例中 1例で，全体では 70

例のうち 32 例と，47％を占めている。

類似・非類似に分けてみると，類似の 51 例のうち語

尾が長音で終わるのは 26 例，非類似の 19 例のうちで

は 7例で，割合はそれぞれ 51％，37％と，類似のケー

スが多いことがわかる。

６．５ 複数と所有

表２−１（「ス」の付加）および表２−２（「ズ」の

付加）に見るとおり，この種の商標の称呼は，外来語

ないし外国語であるか，または造語，つまり既成の語

でない作られた語であるとしても，外国語風のものが

圧倒的に多い。そして，それらの多くは，名詞である

か，または少なくとも名詞風の印象を与える。そうな

ると，語尾に付された「ス」「ズ」がもたらす観念は，

「〜ども」という複数の意味か，さもなければ，「〜の」

という所有の意味である。

周知のとおり，現代の日本語は，必要のない限り複

数を表示しない。それゆえ，名詞の単数と複数とは観

念的には同一になる。観念が同一であれば，観念類似

に結び付けて類否を説明することもできるが，観念が

称呼を左右する可能性も考えるべきである。つまり，

観念の同一が音韻観念として生じる称呼をも同一にし

てしまう，というメカニズムである。

このような理由で，語尾への「ス」「ズ」の付加は，

語中への挿入が称呼を非類似にするのとは対照的に，

称呼を非類似にしないという域を超えて，積極的に類

似にするはたらきがあるとさえ解される。

７．語頭に付加された「THE」の重み

語尾への「ス」「ズ」の付加に加えて，語頭に英語の

定冠詞「THE」が付加した場合の特殊性について論じ

る。（ここで，「THE」には，文字の大小を問わない

「The」「the」あるいはカタカナの「ザ」を含める。）
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表２−３ THEの付加

商標Ａ 類否 商標Ｂ 商標Ａ 類否 商標Ｂ

ART SYSTEM ＝ ATHE ART

ベーシック／BASIC ＝ ザ・ベーシック

BEATLE ＝ THE／ BEATLES

THE BENK ＝ ベンク

BODY SHOP ＝ THE BODTY SHOP

THE／ BOX ＝ VOX

THE BRIDGE ＝ ブリッジ／BRIDGE

ザカーニバル ＝ CARNIVAL／カーニバル

THE CAT ＝ CAT THE CAT × キャット／CAT

Cheese Cake Factory ＝ The Cheesecake Factory

THE CHOICE ／ザ・チョイス ＝ CHOICE The Class × CLASS

THE/COFFEE/CLUB ＝ Coffee club

The Cro-Magnons ＝ クロマニヨン

ダイソー ＝ ザダイソー

The DigiCon. ＝ デジコン ザディナー
／THE DINNER

× ディナーカレー

ザ・ファイル／THE FILE ＝ E-File

THE LIMITED
／ザリミテッド

＝ LIMITED ザライン
／THE LINE

× LINE

ザ・ナイスマガジン × NAIS（ナイス）

パップス ＝ ザ・パップス

The Parks ／ザパークス ＝ パークス／ PARKS

THE PENGUIN ＝ ペンギン

THE PHOENIX ＝ フェニックス

THE QUEEN ＝ QUEEN

THE RIVER × リバー

MAGICALSHOE-SOURCE ＝ THE SHOESOURCE

SCOTT HOUSE
／スコットハウス

＝ THESCOTCH HOUSE／
ザスコッチハウス

STAR ＝ THE STAR THE SUNʼS × SUNS ／サンズ

The Tuxed Club ＝ TUXEDOCLUB

ザウエイブ／THE WAVE ＝ WAVE

THE WORLD ＝ WORLD

「特殊性」という意味は，商標「Ｘ」と商標「THE＋

Ｘ」との類否判断に当たって，

１）称呼として，この「THE」を除外した称呼（つま

り「Ｘ」）しか生じないと認定（当然に称呼は類似す

る）することがあり，

２）称呼として，この「THE」を加えた「ザＸ」が生

じると認定しておきながら，それに加えて「Ｘ」だ

けの称呼が生じることがあり，結果として称呼類似

である，

という判断がみられることをいう。

形式的にみれば，語頭に有声の破擦音ないし摩擦音

を含む「ザ」または「ジ」が付加すれば，その印象は

強烈であって，CV音節が語頭に付加した場合は，限

られた例外を除いて非類似となっているということに

かんがみれば，問題なく非類似になるはずである。そ

れにもかかわらず類似とされるのは，称呼に関して

「ザ」（または「ジ」）という音節の加入がない，という

取り扱いをすることにほかならない。つまり，「THE」

の存在は，「THE＋Ｘ」の称呼のモーラ数を増加させ

ていない，ということになる。

８．この章の結論

以上，商標の称呼にＶ音節（母音だけの音節）また

は CV音節（子音＋母音の音節）が加入して，称呼の

モーラ数が増加した場合に，類否判断がどのような影

響を受けるかを，過去 20 年間の審決について観察し

た。

Ｖ音節が加入した場合，称呼は高い率で非類似に転

換する。そのようすは，つぎのとおりである。

ア（100％）＞エ（86％）＞オ（69％）＞ウ（67％）

＞イ（59％） 平均 74％

「イ」の加入の場合に非類似になる率が低くなるの

は，二重母音の形成によりモーラ増の影響が減殺され

るのではないかと考えたが，日本語の二重母音として

確実視されている「アイ」「オイ」「ウイ」を形成する

可能性がある場合とそうでない場合とで，差は認めら

れなかった。
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CV 音節が加入した場合もまた，称呼は高い率で非

類似に転換する。

ただし，CV音節の加入が「ス」または「ズ」の語尾

への付加である場合には，一般に，非類似に転換する

度合は明確に低くなり，類似のまま残る方が多い。事

例が多数あり，モーラ数の増加が与える影響が，基礎

となる称呼のモーラ数が小さいうちは強く，モーラ数

が大きくなるにつれて弱まって行くありさまが，はっ

きりと観察できる。

語尾に付加する CV音節が「ス」の場合に多く見ら

れる付加は，「〜ク」→「〜クス」であって，後者の末

尾は，［〜 kusu］ではなく，［〜 ksu］またはさらに

［〜 ks］となって，「ス」の付加にもかかわらず，称呼

のモーラ数は増加しないことが考えられ，それが称呼

を類似に止めているものと考えられる。

語尾に付加するCV音節が，有声の子音を伴う「ズ」

である場合も，無声の子音を伴う「ス」の場合に比べ

て非類似になる率は高くない。

「ス」または「ズ」の語尾への付加が称呼を非類似に

しない理由には，このような音韻感覚的な理由に加え

て，単数複数の観念または所有の観念が加わっても，

基礎となるものが観念的に変化しない以上は観念の同

一が保たれ，それが称呼を類似に引き留めていると解

釈する。

称呼のモーラ数が異なったとき，類似のままか非類

似になるかという問題への答えは，圧倒的に非類似へ

の転換が観察されるケースにおいては迷いが少ない

が，類似と非類似とが伯仲するケースにおいては，迷

いが多くなり，その結果として，相反審決が発生する。

相反審決が「ス」または「ズ」の語尾への付加に関し

て多くみられることは，そうしたあらわれである。

語頭に置かれた「THE」「ザ」は，英語の定冠詞であ

ると認識されるものの，定冠詞本来の役割を認めず，

「次にくる語を強調する」語という程度の評価に止

まっている。このような評価は，定冠詞をもたない言

語である日本語の世界においては，「THE A」におい

て「THE」が英語において本来有する機能が発揮され

ないことを意味する。定冠詞の機能が発揮されない結

果，商標の観念としては「Ａ」が支配し，「THE」の有

無が観念に実質的な影響を与えないことになり，両商

標は類似とされるほかなくなる。この現象は，「観念が

称呼を左右する」ひとつの表われということができる。

このような傾向は，近年になっても本質的な変化を

みていない。類似の幅が狭くなりつつある（または狭

くなった）という，類否判断における一般的な傾向は，

「Ａ」と「THE＋Ａ」との類否に関しても見られない

わけではないが，それを考慮してもなお，英語の定冠

詞が日本語に定着する見込みは，少なくとも当分は考

えられない。

(原稿受領 2011. 10. 28)
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